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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月29日(2008.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
抗原に対する個体の免疫応答および／またはex vivoの細胞集団の免疫応答を、直接また
は間接的に、誘導または制御するための、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンに
コードされるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチドの使用。
【請求項２】
抗原に対する個体の免疫応答および／またはex vivoの細胞集団の免疫応答を、直接また
は間接的に、誘導または制御するための薬剤製造における、アキソトロフィン、またはア
キソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチ
ドの使用。
【請求項３】
免疫応答が脊椎動物におけるものであり、個体が組織移植物または細胞移植物を有する、
請求項１または請求項２記載の使用。
【請求項４】
抗原に対する攻撃的免疫応答をブーストするかもしくは減少させる、または抗原に対する
免疫系の寛容を改変するための薬剤製造における、アキソトロフィン、またはアキソトロ
フィンにコードされるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチド、ある
いは個体におけるその量または活性を改変する物質の使用。
【請求項５】
免疫状態をアッセイするための、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードさ
れるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチドの使用。
【請求項６】
個体において、所定の抗原に対する免疫系の応答を操作する方法であって、該個体に、ア
キソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリペプチ
ドもしくはポリヌクレオチド、あるいはアキソトロフィンによって直接または間接的に発
現されるポリペプチドの量または活性を増進する物質を投与することを含む、前記方法。
【請求項７】
抗原に対する個体免疫系の攻撃的応答を増強するかまたは増加させることを含む、請求項
６記載の方法であって、該個体に、アキソトロフィンによって直接または間接的に発現さ
れるポリペプチドの量または活性を減少させる物質を投与することを含む、前記方法。
【請求項８】
個体の免疫状態を決定するための方法であって、該個体から取り除いたかまたは得た、組
織、細胞、および／または体液を含む試験試料において、アキソトロフィン、またはアキ
ソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチド
の発現レベルを決定すること、および試験試料に関するレベルを対照試料のレベルと比較
すること、を含み、ここで試験試料中のレベルが対照試料のレベルより高いならば、個体
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における免疫状態が寛容免疫応答を含むことの指標となり、個体における免疫状態が攻撃
的免疫応答を含む、前記方法。
【請求項９】
アキソトロフィンポリペプチドの産生方法であって、アキソトロフィンポリペプチドの発
現を可能にする条件下、培地中で細胞培養物を増殖させ、そして培養物または宿主細胞か
ら該ポリペプチドを精製することを含む、前記方法。
【請求項１０】
アキソトロフィン、アキソトロフィンにコードされるかまたは由来するポリヌクレオチド
配列またはポリペプチドを発現するためのベクターであって、アキソトロフィンまたはア
キソトロフィンをコードするポリヌクレオチド配列、プロモーター配列および終結配列を
含有する、前記ベクター。
【請求項１１】
アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリペプ
チドもしくはポリヌクレオチド、および薬学的に許容しうる希釈剤、キャリアーまたは賦
形剤を含有する、組成物。
【請求項１２】
化学的化合物をスクリーニングする方法であって、スクリーニングしようとする１以上の
化学的化合物を含有する試験試料を、アキソトロフィン、アキソトロフィンにコードされ
るかまたは由来するポリヌクレオチドまたはポリペプチド、およびこうしたポリヌクレオ
チドまたはポリペプチドの断片から選択される結合剤と接触させること、および化学的化
合物が結合剤に結合したかどうかを決定すること、を含む、前記方法。
【請求項１３】
アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリペプ
チドもしくはポリヌクレオチドに結合する化学的化合物を同定するための、請求項１２記
載の方法であって：
　(ａ)アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来する、
ポリヌクレオチドもしくはポリペプチドと、化学的化合物を接触させること；
　(ｂ)化学的化合物が、前記ポリヌクレオチドまたはポリペプチドに結合するかどうかを
決定すること；および
　(ｃ)化学的化合物と前記ポリヌクレオチドまたはポリペプチドとの間に形成される複合
体の形成を検出し、複合体が形成されるならば、化学的化合物が検出されるようにするこ
と
を含む、前記方法。
【請求項１４】
化合物を、細胞におけるアキソトロフィンまたはアキソトロフィンのポリペプチドもしく
はポリヌクレオチドと接触させる請求項１３記載の方法であって、ここで該複合体が細胞
中のレポーター遺伝子配列の発現を駆動し、そしてレポーター遺伝子配列発現を検出する
ことによって複合体を検出する、前記方法。
【請求項１５】
ｉ)ポリヌクレオチドまたはポリペプチドプローブおよび／またはモノクローナル抗体(前
記プローブまたはポリペプチドが、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコード
されるかもしくは由来するポリペプチドもしくはポリヌクレオチドを含む)；および場合
によって
　ｉｉ)請求項６～９及び１２～１４のいずれか１項に記載する方法を実行するための定
量的標準
を含むキット。
【請求項１６】
アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリヌク
レオチドもしくはポリペプチドを検出するための診断方法であって：
　(ａ)アキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリヌクレオチドもしくはポ
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リペプチドの存在に関して試験しようとする試料と、アキソトロフィンにコードされるか
もしくは由来するポリヌクレオチドもしくはポリペプチドに結合する化合物とを接触させ
ること；
　(ｂ)化合物が試料の構成要素と結合するかどうかを決定すること；および
　(ｃ)化合物とポリヌクレオチドまたはポリペプチドとの間に形成される、複合体の形成
を検出して、そして複合体が形成されるならば、ポリヌクレオチドもしくはポリペプチド
が検出されるようにすること
を含む、前記方法。
【請求項１７】
個体の免疫応答を評価するための診断方法であって、該個体から試験試料を得ること、試
験試料を、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来す
るポリヌクレオチドもしくはポリペプチドに対する１以上の抗体、あるいはポリヌクレオ
チドプローブとインキュベーションすること、および試験試料内の構成要素に対するポリ
ヌクレオチドプローブまたは抗体の結合に関してアッセイすること、を含む、前記方法。
【請求項１８】
工程(ｃ)がex vivo免疫細胞集団を試験することを含む、請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
工程(ｃ)がin vivoの試験を含む、請求項１６記載の方法。
【請求項２０】
個体および／またはex vivo細胞集団を処置して、抗原に対する免疫応答を調節するため
の薬剤製造における、アキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリヌクレオ
チドもしくはポリペプチドに結合する化合物の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　アキソトロフィンに対応するオープンリーディングフレーム(「ORF」)にコードされる
かまたは由来するポリペプチドに結合するか、あるいはアキソトロフィンにコードされる
かまたは由来するポリペプチドの特定のドメインに結合する化学的結合物を得て、そして
同定するために、単離されたアキソトロフィンのタンパク質およびポリヌクレオチドを用
い得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　本発明は、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来
するポリペプチドもしくはポリヌクレオチドに結合する化学的化合物を同定するスクリー
ニング法であって：
　(a)アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポ
リヌクレオチドもしくはポリペプチドと、化学的結合物を接触させ；
　(b) 化学的結合物が、前記ポリヌクレオチドもしくはポリペプチドに結合するかどうか
を決定し；そして
　(c) 化学的結合物および前記ポリヌクレオチドもしくはポリペプチドの間に形成される
複合体の形成を検出して、複合体が形成されるならば、化学的結合物が検出されるように
する
ことを含む、前記方法を提供する。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　好ましいスクリーニング法において、細胞において、アキソトロフィンのポリペプチド
またはポリヌクレオチドと化合物を、ポリペプチドまたはポリヌクレオチドと化合物のポ
リペプチド複合体が形成されるのに充分な時間、接触させ、ここで、該複合体が細胞中の
レポーター遺伝子配列の発現を駆動し、そしてレポーター遺伝子配列発現を検出すること
によって、複合体を検出する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　本発明は、アキソトロフィン、またはアキソトロフィンにコードされるかもしくは由来
するポリヌクレオチドもしくはポリペプチドを検出するための診断法であって：
　(a)アキソトロフィンにコードされるかもしくは由来するポリヌクレオチドもしくはポ
リペプチドの存在に関して試験しようとする試料を、アキソトロフィンにコードされるか
もしくは由来するポリヌクレオチドもしくはポリペプチドに結合する化合物と接触させ；
　(b)化合物が試料の構成要素と結合するかどうかを決定し；そして
　(c)化合物とポリヌクレオチドもしくはポリペプチドとの間に形成される、複合体の形
成を検出して、そして複合体が形成されるならば、ポリペプチドまたはポリヌクレオチド
が検出されるようにする
ことを含む、前記方法を提供する。
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